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収入 支出

令和元年度 基本方針

① お互いを大切にし合うひとづくり
② 支え合う地域づくり
③ つながるしくみづくり

令和元年度 予算

基本目標

8億7,098万円

飯塚市社会福祉協議会では、すべての人が、住
み慣れた地域で安心して暮らせる福祉のまちづく
りの実現に向けて、関係機関・団体との連携・協
働を通じて効果的に事業を推進しています。
また、急速な少子高齢化に伴う家族機能の変化や
自治会離れなどによる近隣関係の希薄化など課題
を受け止め、支え合い活動の支援を中心に地域福
祉の推進を図ってまいります。

次年度
繰越金
10.4%
9,054万円

積立金等その他の支出
1.0%
882万円助成金

2.9%
2,565万円

事務費
12.1％

１億500万円

事業費
12.1％

1億542万円

人件費
61.5%

5億3,555万円

積立預金取崩収入
1.6%

1,433万円

寄附金等その他の収入
2.2%

1,894万円事業収入
2.5%

2,152万円

共同募金
配分金収入
1.7%

1,500万円 障害福祉
サービス等
事業収入
8.5%

7,389万円

介護保険事業収入
52.8%

4億5,973万円

受託金
12.0%

1億487万円

筑穂保健
福祉総合
センター
管理運営
補助金
2.0%

1,730万円

飯塚市補助金収入
6.3%

5,500万円前年度
繰越金
10.4%
9,040万円

市民のみなさまからの賛助会費や

寄附金、 赤い羽根共同募金を

大きな財源として地域福祉活動

を推進しています。
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本年4月に福祉委員の一斉改選がありました。任期は3年で、自治会長と民生委員
からの推薦により、飯塚市社会福祉協議会会長の委嘱を受けて活動します。

　飯塚市社会福祉協議会では、地域で
助け合う関係づくりを築いていくた
め、福祉委員の設置や福祉委員会の活
動を推進しています。
　日頃から地域の福祉委員、民生委
員・児童委員、自治会、老人クラブ、
ボランティアなどが良好な関係をつく
り、連携することで、福祉課題の早期
発見などにつながります。

福福
祉祉
委委
員員

専門機関・専門職への連絡

しらせる
見守り・声かけ

みつける

福祉に関する情報提供や
福祉意識に関する啓発等

ひろめる
地区社協やサロンなどの
福祉活動への参加・協力

つながる

福祉委員の役割福祉委員の役割

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？
さ
ん
を

さ
ん
を
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福祉サービス
苦情解決事業

　ボランティア活動中〈※1〉のさまざまな事故による「ケガ」や「損害賠
償責任」を補償します。ボランティア活動を行う上での補償が受けられ、
活動にあたっての安心にも繋がりますので、ご検討ください。なお、ボ
ランティア活動保険は最長4月1日から翌年3月31日の1年間（年度）〈※2〉
を対象とする保険です。また、この保険は自動継続ではありません。

　福祉施設・事業所や在宅福
祉サービス等で提供される福
祉サービスに関する苦情を解
決する事業です。対象者は、
福祉サービスの利用者やその
家族な方などです。苦情相談
について、事業所に対応して
もらえない、直接話にくい等
の場合は、ご相談ください。
相談は無料です。

※補償期間（保険期間）の途中で加入される場合も上記の保険料となります。なお、中途
脱退による保険料の返礼はありません。

※中途でボランティアの入替やご加入プラン・タイプの変更はできません。

〈※1〉…補償の対象となるボランティア活動であるかは保険会社が判断します。
〈※2〉…4月1日以降は原則として加入手続き日の翌日から補償対象となり、翌日の3月31 
　　 日までの補償期間になります。

710円
510円

（基本タイプ ＋地震・噴火・津波）天災タイプ 510円
350円基本タイプ

Bプラン保険料Aプラン保険料

問い合わせ 飯塚市社会福祉協議会 ボランティアセンター
 ☎0948-24-4500（平日8時30分～17時）

問い合わせ
福岡県運営適正委員会 事務局
☎092-915-3511
毎週月曜～金曜、9時～17時
（※祝日及び年末年始を除く）

ボランティア保険へ加入されていますか？

枝国在住 山田　耕さん

　私のボランティア活動は、今年で47年になります。きっかけは、
私の子供が枝国地区の子供会に入り、ソフトボール大会や竜王山の
キャンプ、障がい児との交流キャンプ等の行事に関わり、活動を広
げてきました。時は流れ、同子供会の会長を20年間務めました。
その後、老人クラブ穂波支部にも在籍し、12年間同クラブの会長
も務めながら、平成3年には、We  Love穂波川の活動に参加し、
平成20年に実行委員会も立ち上げました。
　現在は、飯塚市ボランティア等連絡協議会の会長として現在に至
っております。福岡県社協主催の「きずなフェスティバル」の実行
委員も務め、老体に鞭打ちながらも毎日楽しくやっております。
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赤　
　

坂 

古
隈 

春
子
様 

（
故　

三
郎
様
）

◇
仁　
　

保 

荻
野 

昭
人
様 

（
故　

ミ
ツ
子
様
）

◇
有　
　

井 

岩
下 

篤
子
様 

（
故　

森
山 

ス
ミ
ヱ
様
）

◇
庄
内
元
吉 

下
田 

育
子
様 

（
故　

敏
彦
様
）

頴
田
地
区
社
協

◇
小
峠
東

 

谷
口 

尚
博
様 

（
故　

登
美
子
様
）

◇
下
勢
田

 

白
土 

弘
生
様 

（
故　

伊
三
男
様
）

◇
東
勢
田
１ 

嶋
田 

茂
様 

（
故　

杉
田 

フ
ジ
ヱ
様
）

◇
牧　
　

野 

安
藤 

サ
ワ
子
様 

（
故　

ト
ミ
様
）

菰
田
地
区

◇
二
万
円 

大
新
自
治
会 

金
子 

孝
之
様 

（
故　

信
子
様
）

◇
二
万
円 

農
園
組

 

金
子 

孝
之
様 

（
故　

信
子
様
）

◇
一
万
円 

大
新
子
供
会 

金
子 

孝
之
様 

（
故　

信
子
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円 

中
一
自
治
会 

岩
橋 

美
恵
子
様 

（
故　

常
三
郎
様
）

◇
一
万
円 

中
一
六
組 

岩
橋 

美
恵
子
様 

（
故　

常
三
郎
様
）

◇
五
万
円 

柳
橋
自
治
会 

須
藤 

エ
イ
コ
様 

（
故　

忠
様
）

◇
二
万
円 

幸
袋
遺
族
会 

須
藤 

エ
イ
コ
様 

（
故　

忠
様
）

鎮
西
地
区

◇ 

潤
野
上
区
自
治
会 

尾
形 

泰
子
様 

（
故　

真
二
様
）

ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　 

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、
他
の

「
福
祉
団
体
等
」
へ
の
寄
付
も
あ
わ
せ
て

掲
載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ
ご

寄
付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。　

但
し
、
他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分
は
掲

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

お　

知　

ら　

せ

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

物
品
寄
付

地
区
社
協
へ
の
寄
付

地
域
へ
の
寄
付
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認知症サポーター養成講座のお知らせ

在宅介護者の会の紹介

　認知症サポーターとは…
　認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の
人やその家族に対してできる範囲で支援する方のことです。
　下記のスケジュール以外でも講座を開催いたしますので
ご相談ください。

　飯塚市には、3つの在宅介護者の会があります。介護者の方が抱える悩
みや不安を本音で語り合える取り組みです。介護者の抱える悩みはさまざ
まです。お互いの情報交換と心身のリフレッシュをはかりましょう！

お問い合わせ・申し込み　飯塚市社会福祉協議会　☎0948-23-2210

飯塚市長尾911-1
☎0948-72-3085

飯塚市忠隈522-3
☎0948-29-5520

飯塚市柏の森956-4
☎0948-23-2210連 絡 先

筑穂保健福祉総合センター穂波ふれあい会館飯塚市社会福祉協議会開催場所

午前10時～午後2時30分午前10時～正午

第3水曜日（認知症カフェ開催日）第2水曜日第3火曜日開 催 日

会の名称

午後1時30分～3時30分時　　間

1月25日（土）
10時～11時30分認知症サポーター養成講座③

11月9日（土）
10時～11時30分

認知症サポーター
フォローアップ研修

9月28日（土）
10時～11時30分認知症サポーター養成講座②

7月22日（月）
10時～11時30分

認知症サポーターキャラバン
メイトフォローアップ研修

6月15日（土）
10時～11時30分認知症サポーター養成講座①

初めての方、または
関心のある方穂波交流センター

サポーター養成講座を
受講された方立岩交流センター

初めての方、または
関心のある方庄内ハーモニー

キャラバンメイト養成
講座を受講された方穂波ふれあい会館

初めての方、または
関心のある方立岩交流センター

桜の会かたらいつくしの会

参加条件場　　所日　　時講 座 名
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●参加費　200円（保護者のみ）

●定　員　各回 10組（各開催月の1日より受付開始）9月は2日から受付

●お申し込み先　飯塚市社会福祉協議会 地域課
　　　　　　　　☎0948-23-2210

子育てについて一人で抱え込んでいませんか? 
毎日子育てに奮闘するママさん同士、子育ての悩みを話したり、情報交換したり、
お茶を飲みながら楽しくおしゃべりしませんか？
お菓子や体に優しいノンカフェインの飲み物を準備しております。
また、助産師も同席しますので産後の体調のことなども相談できますよ。
親子で楽しめるプチイベントも企画しています。ぜひご参加ください！

時間はいずれも 午前10時から正午 まで

※今年度は開催場所、対象者が開催日によって異なりますのでお申し込みの際はご注意ください。

飯塚本所　☎0948-23-2210
穂波支所　☎0948-29-5520
筑穂支所　☎0948-72-3085
庄内支所　☎0948-82-4736
頴田支所　☎09496-2-5855

（時間は、いずれも13時～15時）心配ごと相談日

※飯塚本所（第2金曜日） 穂波支所（第4火曜日） 筑穂支所（偶数月の第1水曜日） 庄内支所（第3木曜日） 頴田支所（第4木曜日）

おやっとこっと
を開催します！

0歳から3歳までの未就園の乳幼児とその保護者11月21日（木）

妊娠期の女性
※体調にご無理のない方9月26日（木）

平日仕事をしている保護者とその子ども
（1歳から6歳までの未就学児）

庄内保健福祉総合センター
ハーモニー

庄内保健福祉総合センター
ハーモニー

8月24日（土）

0歳から3歳までの未就園の乳幼児とその保護者筑穂保健福祉総合センター
東棟

筑穂保健福祉総合センター
東棟

7月11日（木）

対　象 ※いずれも飯塚市内在住の方開催場所開催日

開 催 予 定

飯塚本所
穂波支所
筑穂支所
庄内支所
頴田支所

12日

23日

 

18日

25日

9日

27日

7日

15日

22日

13日

24日

 

19日

26日

11日

休み

2日

17日

24日

 ７月 ８月 ９月 10月

子育てサロン 主催：飯塚市社会福祉協議会

この事業は赤い羽根共同募金配分金により実施されています


